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物質の性質を支配する最も基本的な外部器子は正力と混農です。Jf力に関する科学
と技術の知識はおおむねここ半世紀の間に蓄積されたもので、轄に、最近の30年間に
おける研究の遊歩は著しく、実験護内で発生、維持、制梅できる正力・話言葉領域泣鵠

段に革大きれ、加圧される試料の体積も年々増大する様向にあちます。今や最高jlj遊
底力は、高圧力科学者の夢でl>る金篇水繁の生成が可能なE主力領械にまで遣していま
す。高庇力の利用は物理学、化学、生物学、宇宙科学、撞球科学、浦洋科学、持科科
学、 電子工学、機績工学、 エネルギー工学、化学工学、愈品化学、生物工学、薬学、

  　　医学主主ど、あらゆる学問分野に広がり、 先端技術の揮発 の 一語を担うに至っています。
鰐えば、静的および動的関体茂力の分野の醗抵謹・高正力穣域では、製伝導を初ぬ

とする持費の本性の解甥に、高温・高圧力額域では天体や地球の内部構造の解明や穀
物麓の合成に大きな手がかりを与えてきました。また、ダイヤモンドやc捌を恕めと
する各種単結晶育成および多結晶焼結技櫛が開発され、広く義援業界で利用されていま

す。流体庇力の分野では、 機選・特性・反感などに対する興味ある圧力効果が克いだ
され、圧力品折法や超臨界減障を用いる新しい分離技携や常在下では不可能な有用化
合物の合成法として応揺されています。また、 高正下で欄定率れた精密な物性｛直はエ
ネル年一 変捷や各種の工業的擬f乍の効率的設計に役立つています e 今後、 わが留の高
f主力の科学と技指が、高記力の発生からその潤用までを対象とするZ広範閥な学問分野
ι おいて世界をリードできうる地位を襲き、これらの研究の発展北新生冨を拓くこと
が期待されています。 我が留における高庇力の科学と技術に関する研究の成果は昭
和 34年に発起した高茂討論会記毎年数多く発表され、最近ではその数は 200件にも遣

しています。高圧討論会は、殺が盟における高迂力の科学と技能に関する研究の中穏
として、広い学関分野の研究者がー 震に会し、 キメ艇かい討論を行い、実りのある憲
兇交畿のできる場として発麗してまいりました。

ここに、 これまでの高圧討論会の実績を踏まえて日本高圧力学会として高圧力の科
学と技捕に関する新しい学会を誕生させ

( 1 ） 高正討論会の爾確および運営の円増化
( 2 ）研究会の開俸と若手研究者の曹成
( 3 ） 産・学・言協力による新材料および新技簡の開発

( 4 ）高圧力ζ関する文献、技術槽報、 国際的な学会の情報および動向などの交換
( 5 ）高在力に隣する共通の技能的問題の解決
( 6 ）大型装置を中心とする研究プロジェクトの発議、推進、共同研究の立案

等の摺難について産・学・官の各分野の研究者、技窮者が緊密に連携を取って、意見
・需報の交鎮を行い、 日本におげる高底力の科学と技離のよりー扇の発展を関ろうと

するものです。


